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Ⅰ
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①学校の組織運営
　危機管理
　業務改善

・学校経営方針
・校務分掌組織
・適所への適材配置
・職員会議等の運営
・予算の執行・決算、
　監査等
・保健計画、安全計画
・環境衛生の管理
・健康観察、安全点検
・緊急事態発生時の対応
・危機管理マニュアルの
　作成・活用
・情報規定と持ち出し規則 A

◇年度当初、校長は「学校経営方針」とともに朝霞市
　服務規程に則った「服務に関する基本姿勢」を職員
　に示し、目指す学校像の具現化を説明するほか、朝
　霞第五小学校の職員として遵守すべき服務態度につ
　いて職員に周知した。
◇各種たより等のペーパーレス化については取り組み
　始めて２年目を迎え、保護者・地域の理解も深まっ
　てスムーズに進められた。
◇学校は、教職員に継続して繰り返しの研修をとおし
　て危機管理意識を醸成し、教職員の意識が高まって
　きている。
◆学校は、より円滑な学校運営・教育を実現するため
　に、校務分掌の仕組みを見直していく必要がある。

A

〇ペーパーレス化について、在学者の方々はほぼ周知され
　ていると感じます。新入生のフォローを厚く指導するこ
　とで更に、浸透されていくと思います。
〇日々の学校の様子などＨＰで公開していることはとても
　助かっているので、今後も継続して行って欲しい。
〇校務分掌について　引き続き課題となっています。（具
　体的なことがわからないので申し訳ありません。）職員
　数が少ない学校に比べると、各自の負担が少ないように
　思いますが、変わってきている状況等に合っていないと
　いうことでしょうか。
〇課題に対しての対策・対応は達成されていると感じてお
　ります。様々な校内研修やペーパーレス化等の時代に沿
　った対策も多く見受けられます。
　その反面、コロナ禍もあり、教職員の皆さんと保護者と
　のコミュニケーション不足等の原因によって価値観や教
　育論がズレて来ているようにも感じております。基本姿
　勢以前の問題で子ども達に寄り添う姿勢を、学校と家庭
　と地域で連携を深めることが重要に感じております。
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②基礎学力の定着
　道徳教育
　令和の日本型教
　育の実践
　特別支援教育
　研究・研修

・指導計画の立案
・「令和の日本型学校教育」の
　実現（個別最適な学び、協働
　的な学び）の実践
・主体的・対話的で深い学びの
　視点に立った授業改善
・指導方法の工夫と改善
・評価、評定の工夫
・タブレット端末の活用促進
・道徳科と各教科との関連
・道徳的実践力の育成
・家庭、地域社会との連携
・特別支援教育の理解と推進
・通常学級との交流
・教員の資質向上

A

◇学校は、文科省の示す「令和の日本型学校教育」の
　実践を目指し、外部講師を招聘しての校内研修に積
　極的に取り組んだ。
◇学校は、防犯教育、人権教育、校内研究に係る教職
　員研修を行い、教職員の資質向上に取り組んだ。
◇学校は、教職員がタブレット端末を活用しての授業
　改善に進んで取り組み、活用スキルに自信をもつ教
　職員が昨年度より増えている。
◇学校は、特別支援教育に係る巡回相談や特別支援教
　育推進専門員を活用して、学校全体の特別支援教育
　に関する指導技術の向上に努めた。
◆学校は、学校教育全体をとおして道徳教育を推進す
　るとともに、「考え、議論する道徳」の授業実践に
　ついて研修を深めていく必要がある。
◆学校は、教育基本法及び教育公務員特例法に定めら
　れた研修に、謙虚な姿勢で意欲的に学び続ける職員
　を育成していく必要がある。

A

〇「道徳」について、保護者のある年代の方々は学校で学
　んでいない方もいるかと思いますので、保護者も一緒に
　学んでいくことでより深く「考え、議論する道徳」が学
　べると思います。
〇教育環境については,タブレットの導入等は評価していま
　す。
〇特別支援学級においては児童が自力で取り組めるよう配
　慮されていたり気持ちの切り替えがスムーズにできるよ
　う声かけをされていてそれぞれが 前向きに取り組んでい
　る様子がみられました。
〇文科省や教育研修に従った運営をしていただいている事
　は理解でき、評価します。
　しかしながら、全項目で言えますが、スキルや指導方法
　以前の課題が大きく感じてしまいます。
　挨拶やゴミが落ちているにもかかわらず、素通りしてし
　まう教職員や保護者の背中を見られている事を忘れてし
　まっているように感じます。決して教職員だけが悪いの
　ではなく、学校と家庭と地域で協力し合って、道徳やモ
　ラルを子ども達への見本・手本となるように大人達が変

　わらなければならないと感じます。
〇子どもたちが関心を持ち易い内容のテーマ設定や子ども
　たち同士だけで話し合ったり、時には先生同士が話し合
　う場面を子どもたちに見せたりなど、話し合うことやそ
　れぞれの意見を尊重して、解決を導く意義を伝えていく
　ことが大切かと感じます。
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　令和の日本型教
　育の実践
　特別支援教育
　研究・研修

・指導計画の立案
・「令和の日本型学校教育」の
　実現（個別最適な学び、協働
　的な学び）の実践
・主体的・対話的で深い学びの
　視点に立った授業改善
・指導方法の工夫と改善
・評価、評定の工夫
・タブレット端末の活用促進
・道徳科と各教科との関連
・道徳的実践力の育成
・家庭、地域社会との連携
・特別支援教育の理解と推進
・通常学級との交流
・教員の資質向上

A

◇学校は、文科省の示す「令和の日本型学校教育」の
　実践を目指し、外部講師を招聘しての校内研修に積
　極的に取り組んだ。
◇学校は、防犯教育、人権教育、校内研究に係る教職
　員研修を行い、教職員の資質向上に取り組んだ。
◇学校は、教職員がタブレット端末を活用しての授業
　改善に進んで取り組み、活用スキルに自信をもつ教
　職員が昨年度より増えている。
◇学校は、特別支援教育に係る巡回相談や特別支援教
　育推進専門員を活用して、学校全体の特別支援教育
　に関する指導技術の向上に努めた。
◆学校は、学校教育全体をとおして道徳教育を推進す
　るとともに、「考え、議論する道徳」の授業実践に
　ついて研修を深めていく必要がある。
◆学校は、教育基本法及び教育公務員特例法に定めら
　れた研修に、謙虚な姿勢で意欲的に学び続ける職員
　を育成していく必要がある。

④体力向上 ・新体力テストの結果分析
・体育好きな児童の育成
・技能向上のための取組の工夫

A

◇学校は、体力向上推進委員会が中心となって、昨年
　度課題であった投力の向上に取り組んだ。
◇体育部が中心となり、規律ある集団行動ができる力
　の育成に取り組んだ。
◆引き続き体力の向上に取り組んでいく必要がある。

A

〇「道徳」について、保護者のある年代の方々は学校で学
　んでいない方もいるかと思いますので、保護者も一緒に
　学んでいくことでより深く「考え、議論する道徳」が学
　べると思います。
〇教育環境については,タブレットの導入等は評価していま
　す。
〇特別支援学級においては児童が自力で取り組めるよう配
　慮されていたり気持ちの切り替えがスムーズにできるよ
　う声かけをされていてそれぞれが 前向きに取り組んでい
　る様子がみられました。
〇文科省や教育研修に従った運営をしていただいている事
　は理解でき、評価します。
　しかしながら、全項目で言えますが、スキルや指導方法
　以前の課題が大きく感じてしまいます。
　挨拶やゴミが落ちているにもかかわらず、素通りしてし
　まう教職員や保護者の背中を見られている事を忘れてし
　まっているように感じます。決して教職員だけが悪いの
　ではなく、学校と家庭と地域で協力し合って、道徳やモ
　ラルを子ども達への見本・手本となるように大人達が変

　わらなければならないと感じます。
〇子どもたちが関心を持ち易い内容のテーマ設定や子ども
　たち同士だけで話し合ったり、時には先生同士が話し合
　う場面を子どもたちに見せたりなど、話し合うことやそ
　れぞれの意見を尊重して、解決を導く意義を伝えていく
　ことが大切かと感じます。

③生徒指導
　教育相談
　規律ある態度

・学級活動、学級経営
・組織的な生徒指導
・問題行動への対処
・教育相談、生徒理解
・いじめ防止対策
・個別の指導計画、支援計画
・諸機関との連携
・不登校対策委員会など
　　　　校内支援体制の整備

A

◇学校は、年度当初に学校における「いじめ防止基本
　方針」を定め、地域や保護者に学校ホームページで
　公表している。
◇学校は、教育相談や生徒指導に関する研修を行い、
　教職員のいじめに関する危機管理意識の向上に努め
　ている。
◇学校は、保護者からの相談を受けた際には、各主任
　のほか管理職と連携して組織的な対応を行った。
◆保護者からの相談を受けた担当から、より速やか
　に、より正確に学校全体で情報共有していく必要性
　がある。
◆学校は、指導に関する基本的な考えを教職員全体で
　確認し、学級・学年を超えて同一歩調で積極的な生
　徒指導を行っていく必要がある。

A

〇いじめについて、先生と保護者の関係性が近いことで、
　大きな事件や事故を未然に防げると思います。ITをすす
　めると同時に、顔と顔が見える関係性を大切にして欲し
　いと思います。ペーパーレスをすすめているからこそ、
　保護者としては、手書きのお手紙など頂けると心に響く
　と思います。
〇コロナ禍をきっかけに不登校の児童が気になる。家庭は
　もちろんのこと、地域の協力も大切であると痛感しま
　す。
〇生活指導等一人一人を尊重しながらの指導は難しいと思
  いますがひき続き保護者の方々と連携し、早い対応で少
  しでも良い方に向かって欲しいと思います。
　いじめや保護者からの相談に対して、早期に対応してい
　るように見受けられました。時代の変化と共に教職員の
　立場や保護者の価値観の相違から対応が複雑化され、解
　決することが困難になってきております。
　学校と家庭が、互いに尊重し合って、協力して子ども達
　の成長を見守る姿勢、体制が重要であり、足りていない
　と感じます。校内においても担当や担任に任せてしまう
　のではなく、関係者全員が当事者意識を持って対応して
　いく必要があると思います。
〇初期対応の内容確認とそれに伴う迅速な報告の習慣化を
　目指す。対応にもよるが、初期段階で保護者側の言い分
　のみ確認するなど、当然ながら、職員、学校側の見解が
　歪曲して伝わらない様、注意が必要。また、学校側とし
　ても、保護者の要望や言い分にあまり傾倒しすぎずに、
　双方の事情に沿って協議を進めていくことが大切かと感
　じます。

A

〇体育好きな児童を育成するために、常に児童同士も前向
　きな声掛けを心がけ、一人一人が目標を達成するまで継
　続し、達成する成功体験を積んでいくことが大切だと思
　います。
〇まだまだコロナ禍で取組に制約がある中運動量を確保し
　ていく取組は高く評価できると思います。
〇地域環境を考慮すると　学校生活の中での取り組みはこ
　の形で維持していかれればよいと思います。
〇本校だけでなく、都市に住む子ども達は、授業だけでな
　く放課後の過ごし方も変わってきており、体力不足は否
　めません。できる限りの取り組みをしていただけている
　と感じます。



〇HPについては、見に行かなくてはいけないというハード
　ルがあるため、SNSの活用も検討してみるのはいかがで
　しょうか。行内に関してはPTAと連携しBANDの活用も効果
　があると思います。三中校区ふれあい活動は、とても活
　気のある会となったと思います。
〇運営協議会の数値が低いので、会議結果の周知・職員の
　参加を積極的に希望します。
〇見やすいホームページと細やかな配信メールでペーパー
　レス化も定着してきていると思います。
〇学校公開の授業時間が せめて もう１限多いと、兄弟が
　在校されている保護者の方もゆっくり参観 出来ると思い
　ます。
〇ホームページも一新され、情報公開は積極的に活用でき
　ていると感じます。しかし受け取る側の家庭や地域がそ
　こに追いつけていないように感じます。
　学校運営協議会やＰＴＡ、学校応援団、町内会をはじめ
　とする地域の皆様のそれぞれの活動は充実しております
　が、それぞれの連携と会員一人一人の帰属者意識の希薄
　化が課題だと思います。
〇職員の参加による理解や浸透の必要性も課題ではありま
　すが原点となる学校とは教え・学びの場であることを鑑
　み、職員が児童への指導に重きを置き、職務に集中でき
　る環境づくりを学校運営協議会が外郭からサポートして
　いくことも大切かと感じます。
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⑥特色ある教育活
　動

・本校の特色ある教育活動に関
　わる項目
・昨年度の学校評価を踏まえた
　課題への解決

A

◇学校は、ポストコロナの時代を見据えて学校行事を
　精選し、コロナ前に即した教育活動を、内容を変更
　した上で復活させた。それにより、昨年度に比べて
　多くの保護者や地域の方々に学校を開くことができ
　た。
◇課題となっているあいさつ指導について、児童委員
　会が率先して行う取組のほか、教職員への啓発、学
　校運営協議会を巻き込んだ取組など、指導方法や手
　段を工夫・改善して実施した。
◆学校は、増加するネット被害やネットいじめの防止
　について、さらに情報モラル意識を児童に指導して
　いく必要がある。

A

〇児童から自発的にあいさつをしようという気持ちが感じ
　られるようになりました。
〇五小児童はとても積極的に挨拶をしていただけていると
　感じます。
〇ネット被害・ネットいじめに関しては、どんな被害内容
　かも気になってます。
〇ポストコロナ対応として保護者や地域と連携を図り、子
　ども達を共に見守る為にも、働き方改革の捉え方が重要
　だと感じます。
　特色を活かしていく為にも、受賞したビオトープの活用
　と情報発信に取り組んでいただきたいと期待します。
　また、市内小学校の彩夏祭、鳴子への参加も他校へ広め
　て行くことが課題だと感じております。
　ICTの充実や活用、モラルといったものは、学校だけでな
　く、第一義的な責任は保護者にありますので、連携が最
　重要だと感じます。

Ⅲ
　
地
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⑤地域とともにあ
　る学校づくり

・学校情報の発信
　（学校HPなど）
・学校公開・授業参観
　　　　　・個人面談の実施
・充実した学校運営協議会
　　　　　　　　　　の実施
・地域、三中学校区間連携
・ＰＴＡ、学校応援団活動等
　　　　　　　　　　の活性化

B

◇学校は、学校ホームページや配信メールを活用して
　積極的に情報公開を行った。
◇学校は、学校運営協議会委員とともに、より良い学
　校運営について実りある熟議をすることができた。
◆学年や分掌に関する取組については、各種たよりの
　ほかにも情報発信していく努力が必要である。
◆学校運営協議会の取組については、昨年度に引き続
　き会議結果の公表や職員の参加などにより浸透させ
　ていく必要がある。

B


